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I研究呂的】
近代医学は.すべての感襲箆は.生体に侵入し
た締画面によるとしたパス γールの細留学や，すべ
ての君主.~は側協且織の病変によると したウィル ヒ ョ
守以米の納額病lll!学を滋豊富として，身体を部分と
して錠え.ミ主にlI!!と手術を治銀波とした「細菌医
学Jあるいは「厳密医学jとも言うべき益で現在
に3司令た。
一方.古来より現在に変るまで，穏や手術によ
らない嫌々な治療/t;，1I<開発されて，時として近代
医学壱袋ぐ効巣を上げることも珍しくない。それ
らの治療法としては，気(生命エネルギー)の逆
行を調設する銭灸.骨絡と神経の関連を説く均イ
ロプラクテイタ (chiropractic)や骨絡と旅膏系
との関連を鋭〈オAテオバシィ (osteopathy) . 
各織認の働きが特定の筋肉や身体の特定の館所と
00返しているとの観点をもっアップライド キ'*
vオロジィ〈叩plidekine田ology)，下顎運動
の中心が第二頭憾の歯3提起にあり (Q凶 dr聞も
Th舶 rern-Ca品'yM. Gu叫y).交合のアンパラ
1)大敵，is立大学 2)田中堅骨院
ンZによる頬縫異常が.全身の機々な疾患を銭発
するとして開発されたテンプレー ト療法，後瀕剖i
の筋肉のま2常繁演が様々な症状の原因であるとす
るアレデサンダー テクニック (Ale，th凹 d.r
Technique) ，また.疾病に支るプロセスを。連
動系の蚤み(骨絡のずれ・筋肉の異常緊鍛}ー感
覚翼常4 繊能低下やー務質破詰Eという経過をたどる
と鋭〈機体法・新正体法，その他.イYドの亘ガ
や申箇の太極轡などなど，疾病治緩や健際法とし
て開発された数多くのものが.骨絡・筋肉・神経
など fil動Jにかかわる組織や銀管が.内厳務総
習をはじめとし心をまで含めた生命活動のすべ
てとa援に関連1...i<Wを与えるものであるとの
綬点に'SLゥて. 骨絡や耳1i~実jの調理堅を中心、に熔えて
いる。
脅憾の褒みとli.本来ま今た〈左右対称である
はずの脅熔と筋肉がキ左右不対寝Fになり.i言の傾
きや， 8副長の途いなど綴々な形にな，て現われる
ことをいう。それらの骨絡の~みは.そのまま骨
賂奇形成しτいる筋肉の左右京対鈎"すなわち定
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右の対称a;の緊張度の途いを」証すbのであるとも
いえる.
とくに.スポーγによる運勤務系の隙1告や，現
代仰の一つ1ζも数えられる腰痛を代畿とする痛み
や凝りの原因の大半{;l，筋肉の拠常lIII~.!!であると
い今ても過言ではない。
本研究で1;1.箱穣駅伝で連暢したY大常によ勺
てoI1lGになり.その後多くのス:r.ーツマンが使用
している『スパイラルテ甲ピングJについて.主
に「鮪みの改善J及び「連動陣容の改轡」の機序
骨解明する一つの手がかりとして.思i!sの皮膚温
のlIt ltと改善~の関連を;)41ました。
【スパイラルテーピングの理自由】
スパイラルテーピングは田中俗世I!氏 {織灸鱒・
柔道PUlCi事一共伺研究者}が.201'に亘る. 1 
R敏10人-1∞人に及ぶ膨大な患者の治僚体育置と
その実績から考案した.非伸縮悦テープの皮膚商
への給付による，主に筋肉・腿 ・関節などの痛み
申波動繊他陣轡の改善をめざす治縦法である.
そのl'It論は.問中氏考案の「パランス段治"J
を厳鎗としたものであるが. rパランスlI!aJと
は.一きで表せば. r繍み宇運動織俊晴香を生じ
ている怠穏だげを診るのでは伝<.術品や陣・8の
すべてを.身体の左右・前後 ・上下など身体全体
のパランスの狂いの間組として促え.全体のパラ
ンスを鍛えるJというものである.
身体のある筒訴に問題iが主主じ晶と.それに応じ
て全身の特定の箆所に反応点が現われるが.その
rx応点の出現にはl定の法除j性がある.
すなわち.人体の筋肉t主体の中心を績に左右対
綜に(j.(tL.それらは互いにバランスを取りはが
ら1-αしている。しかし，その筋肉の I1却に穏み
が生む.f甫J与や筋紫張が出現すると，その忠郎を
かIt.，たり保護しながら身体全体のパランスをと
るために.m割i以外の特定の館所に.緊mや圧鎌
といラた反応が自製する。この反応点はl1li簡をjg
えるごとに反対側に現われるという11.釦j伎をも。
ている.ζの反応点を結んでいくと λパイラル状
になるのである.その反応点を結J':Aパイラルの
方向には倒人iV!があり.そのためテープを貼る箇
所と同時に.?loJ牲にi袋な怠味があること岳災証
したbのが「スパイラルテーピYグJである.
スパイラルチーピング銀法1;1.人体1'パランス
モ傑，ているt絹みとして下記の6つの整担宣告考え
テープにでそれらのパラ ンスをお聾することによ，
て身体を正常に阿彼させようとするものである.
1.抗盤)J簡を中心にした左右のパランス
2.各筋IU瓦I闘のパランス
3.各関節聞のパランス
4 .各関節の動きにおける筋のバランス
5.身体全体の動きにお1る筋のバランス
6.上肢・体憐 ・下肢の位互のパランス
ただし.b極術に標しては.g車診害事による陰陽!$l
3尾を診る東il1~語学的診断に併せて，体袋町の微弱
なi6部tを測る肘湖日告による診断の後.テーピング
の邸位や方向などが決定されるが.あらゆる健状
に有効な成県をあげるためには.鱒当な熟練吾妻
するものである.
【研究方法】
対 象 :痛みにともなう速動制限のあるもの6名
方法:スバイラルチーピング処置前後の鋭化の
制査
1.鰯みの診断
';E般的10段構誇緬
2.運動制恨の診断
・l1li節などの可勤領1<<
3.サーモグラ7イによる忠鍋1:1<:"'獅の
変化
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【結果と考察】
@皮膚還がよ界したもの
①>1i.約関節{申展運動療，左膝関節紹勉続
的績の庄痛&.び{申展運動f曹が改善した。
患部の皮膚滋は0.3-1.1"Cの上昇を見た。
膝関節痛による紹的制限の改善を見た。
忠商1の皮膚i1iは.0.5-1.1"Cの上昇を見た。
鰐~とテーピンゲ.~時
①左肘関節挿腹違勘痛
左駿鑓節鹿島繍
②第4t旨5主主指.第2関節股E長.間{申制限
関舗の綴眼及び庖{中選勧告4限が著名であ qた
が。Il輯1のテーピングにより著し〈改善した。
患部の皮膚溢に。 O.7-[.7"C(4分後)の上昇
を見た。
病訴とテーピンダ衝所
② 第 4憎突 d'1( 
③省肘内額郵痛.制関節{申鹿市IJ限
‘11、。
内綴部の圧錨顕著.役原動作時のE客様及び{申
展運動指J限hl見られたが.いずれも己主穫し.ほ
Ii!'全力での役球動作が可能になった。
庄綴及び~r，官のQられる患部の皮揮電話量4こ， O. I 
-0.5"C (9分後〉の上昇を見た。
病状とテーピンダ自由研
⑮右肘 肉痛都粛
肘関節伸員制限
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。皮膚渇が下降したもの
③大腿後宮~ (~李総 ・ 半~織筋部}筋緊張. 圧毒事。
制1磁痛顕著.d毒自唱筋四lIll述動制限
すべての症状が改善し.痛みのため約90・し
か届幽できなか今た滋が.，; 11完全に砲的可能
になった。
t!害容の皮膚混に.O. 3-1. O"Cの下降を見た。
病状とテー ピンタ箇所
⑥大縄後錫筋驚強.a痛
!40Jl繍..&書関節属幽制限
⑤幾何.Ijil思制限(約1ω・)
腰飾 (L4.5)に悠鋳をともない，顕著t.
ag幹II1I組制限があヲたが大絡に改善した (150"
4ω. )。
緩部の皮膚に.0.3-0. 8"Cの下降が見られる
ほか，随鯨にも問憾の0.3-0.5"Cの下降が見ら
れた。
⑥'Ji図t皇制縦
鎖回旋がほとんど不俄であるとともに.ti.胸
l1t (Th l~4) 起立筋及び菱形筋鵠に著名な怒
備が見られたが改鋳した.
皮膚温I~. 07-l. l"C下降した部分と 。 ~に
O. 7"Cの上昇!が凡られる部分があ勺た.
l平均
荷主とテーピング随所
⑤腹痛 。 前腐掛図
病状とテーピンゲ置所
⑮ 質 問 旋制 鰻
思郡白B!I'温の変化 ('C)
伝滋グループ 高~グループ
28.ト30.0 32.4-31.4 
30.3-31.4 32.3-31. 5 
31. 6-32.1 33.7-32.6 
31. 0-32.7 
30.5-31.6 32.8-31.8 
小さな9ロステープや継いテープを法IDJに従ラ
て貼るだけで.今回の後検事・の症状が.テープを
貼り終えるや酸ちに切らかに改善し大半が健常
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自在に近いレベルにまで回復したことは実に驚〈ば
かりであった。
症状の改善と同時に.皮膚溢の変化b顕著に見
られたが，上記に示すように，定。ZEの温度が低い
協合{平均30.5)1;11:昇L.高い鴻合{王手切2.8)
には下降して，いずれもほぼ閉じ温度 (31.6. 
31.8)になうた。 rパランスJを厳重姿諜組であ
るとするAバイラルテーピングの治僚恩論が.こ
こでもfIE明されたといえる。
しかしテ ω プ玖皮荷風 皮下綿織?筋膜，筋，
筋紡錘.!控紡錘ti，どに.ある穣の刺歓を与えるこ
とは考え色れるが，テープが大きな効果を出すこ
とのメカニズムについては， sEBJするに韮1)らない。
今後更に多角度かもの検疫を続けて行く所存で
ある。
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